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食品添加物に関わる社会問題の背景

20世紀後半から「カネミ油症事件」などの食品添加

物に関連した食中毒事故や「複合汚染」、「食べるな危
険・・」などといった人気書籍の影響により、国民の食
品添加物に対する忌避感が助長されていた。

それに呼応して加工食品に「無添加」「保存料・合成
着色料不使用」などがの表示が常態化し、消費者の
食品添加物に対するリスク誤認が社会問題化した。

今世紀に入って成立した食品安全基本法と国の独立したリスク評価機関
である食品安全委員会の設立により、食品のリスクアナリシス（リスク評
価／リスク管理／リスクコミュニケーション）が機能し始め、専門家だけで
なく科学的に中立な市民団体も食品添加物が杞憂の健康リスクであるこ
とに気付き、科学的に適正なリスコミを展開した。



食品添加物に関わる社会問題の背景

しかし、いまだに50年前の情報かと思われるよう

なストーリーで「食品添加物」がヒトの健康に悪影
響を与えているかのような週刊誌記事・トンデモ本
・ネット情報・ＴＶ番組等が散見されている。

また教育現場でも、家庭科のテキストや学校給
食の食材調達方針で「食品添加物」をできるだけ
使用しない、との文言が残っているのは深刻だ。

消費者は「危険重視の本能」があり、危険情報の方を信じる。一度「食品
添加物は危険」という判断を行うと、それが先入観になる。そして、自分
の判断の正しさを証明する情報ばかりを集めて、そうでない情報は拒絶
するという「確証バイアス」に陥り、さらに先入観が増長される。

https://www.nhk.jp/p/ts/MXJMJY6YKJ/



確証バイアスを補正するための
スマート・リスクコミュニケーション

我々はインターネット調査により食品添加物の健康リスクに過
敏な30代・40代の女性を抽出し、確証バイアスをターゲットとし

て開発したスマート・リスクコミュニケーションの効果検証を実施
した。その結果、79%の回答者でリスク認知バイアスの補正が
認められたことを、2018年の本学会学術年会にて発表した。

〇山崎毅，大瀧直子，冨岡伸一，広田鉄磨，山口治子
日本リスク研究学会第 31 回年次大会 講演論文集(Vol.31, Nov.9-11, 2018)

http://www.nposfss.com/data/03_resume_20181110.pdf

【スマート・リスクコミュニケーションとは】
まず不安要因に共感した設問を投げかけたうえで、当該不安にピンポ
イントでわかりやすく学術的説明を提供するリスコミ手法であり、ゴール
は消費者を「説得」することではなく「理解を促す」ことだ。



SFSSのTwitter：半年間で1万回以上のつぶやき

社会実装例Q（消費者）： 食品添加物は身体によくないという記事をよく見かけますが、
本当なのでしょうか？

A（SFSS）：それは誤りです。
日本国内で認可されている食品添加物の安全性は、FAO／WHO合同食品
添加物専門家会議（通称：JECFA）により国際的に評価されたデータに、日本
人の食経験などを加味して、その使用基準が決められたもので、きわめて安
全性の高いリスク管理がされています。

＊Slovicの「未知性因子」に配慮し、
食品安全の専門家が「よくわかって
いない」などという曖昧なコメントをす
ることは避け、毅然とした回答をもっ
て食品添加物のリスク管理が徹底さ
れていることを周知している。



https://fij.info/introduction

ファクトチェックとは、社会に広がっている情報・ニュースや言説が事実に基づいている
かどうかを調べ、そのプロセスを記事化して、正確な情報を人々と共有する営みです。
一言でいえば、「真偽検証」です。



http://www.nposfss.com/cat3/fact/02_operation_policy.html

社会実装例



http://www.nposfss.com/cat3/fact/shincho_20190131.html

社会実装例

＊食のリスクに関する誤情報が拡散
された場合には、科学的根拠に基づ
いたファクトチェックを実施したうえで
、やはりSlovicの「未知性因子」に配
慮して、毅然とした姿勢で事実に反
することを周知すべきだ。
不確かな誤情報を放置してしまうと、
市民はどちらが正しいのかわからな
くなり、未知性因子が刺激され、不安
は助長される。

http://www.nposfss.com/cat3/fact/shincho_20190131.html


食品添加物のおはなし
本動画は、スマート・リスクコミュニケーションの手法を社会実装した実例であり、
「食のリスクコミュニケータ」に対してリスコミ手法のヒントを与える支援ツールです。

社会実装例
https://t.co/Fa9Bce6eKD?amp=1

https://t.co/Fa9Bce6eKD?amp=1


食品添加物編

Yo、リスクン。食品添加物のリスクが気になるの？

そうそう、やっぱ無添加でしょう。かあちゃんに
おにぎりくらい自分でにぎりなさいって言われてるよ。

コンビニのおにぎりは添加物使ってるよね？

リスクン、わかるけど・・専門家はどう評価しているのかな。
ドクターに「リスクのてんびん」で説明してもらったら？

「リスクのてんびん」？リスクの大小が比較できるやつね。
手作りのおにぎりよりコンビニのおにぎりの
リスクが大きいに決まってると思うけど・・

リスクンの
手作りおにぎり

コンビニの
おにぎり

リスクのてんびん

残念ながら、リスクンが自分でにぎった手作りおにぎりより、コン
ビニのおにぎりの方が、食品衛生上のリスクは小さいと専門家は
評価しているよ。
2012年には北海道で食品添加物を適正に使用しなかったおつ
けもので、O157の食中毒が発生して８人が亡くなったんだ。あ
と、食品添加物そのものは、ほんの微量しか使えない法律がある
ので、リスクは無視できると専門家は評価しているんだよ。
➡ （参考：パラケルススの名言）

えぇ～じゃぁ今度からコンビ
ニのおにぎりにしよっと・・

ドクター、ありがとう。無添加が
安全とは限らないってことね？
あと添加物で細菌やカビの増殖
をおさえたら、食中毒のリスクが
小さくなるのはよくわかるわ。

社会実装例http://www.nposfss.com/cat3/faq/risk_balance01.html



社会実装例
令和２年度徳島県消費者大学校大学院 食品安全リスクコミュニケーター養成・食品表示コース
仮想グループワーク 『食品添加物のリスクを議論する』 ～スマート・リスクコミュニケーションの実践～

https://www.npo-tokushohi.net/docs/2020082200011/

https://www.npo-tokushohi.net/docs/2020082200011/


「安全？危険？なぜ不安？ 食品添加物のギモン」
監修：山崎 毅、 栄養と料理 2020年3月号

社会実装例



https://www.caa.go.jp/policies/policy/food_labeling/meeting_materials/review_meeting_006/

国内の加工食品市場において食品添加物
が杞憂のリスクとの科学的認識が定着し、
現在消費者庁の食品表示検討会にて「無
添加表示」を制限する法規制が検討中であ
ることは感慨深いところだ。



http://www.nposfss.com/

食の安全と安心

と検索してください！


